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定期貯金夏 キャンペーン
の

1.70 1.50

3

42
（税引後：0.677％）

（税引後：0.478％）

■共通事項

■注意事項
●利息には20.315%の分離課税がかかります。●金利上乗せの適用は、当初預入期間のみの適用となります。自動継続後の適用金利は、自動継続時の店頭表示金利となります。
万が一、中途解約される場合、当ＪＡ所定の中途解約利率を適用いたします。●市場金利および経済情勢の変化により、適用利率を変更させていただく場合がございます。
●キャンペーン定期は、スーパー定期に限ります。

〒920-2154 白山市井口町に62番地１

お取り組みは、下記の各支店にて

☎255-5001
☎259-2003
☎273-3131

手 取 支 店
白 峰 支 店
本店金融課

つるぎ支店
大 神 支 店
蝶 屋 支 店

☎272-1515
☎272-0620
☎278-2315

スーパー定期（自動継続）貯金種類

対象資金

取扱期間

預入金額 30万円以上の新規お取引

当ＪＡ所定の中途解約利率を適用します。中途解約
他の商品との併用はできません。適用金利は初回満期日までと
なります。自動継続後は店頭表示金利となります。
当JAに既にある定期貯金の解約金は新規資金の対象外となります。

そ の 他

令和８年6月15日(月)～8月31日(月）令和８年6月15日(月)～8月31日(月）

抽選時期：９月末、引換時期10月予定

NEWマネー
（他行からの預け替え等）

預入期間

１年（単利型）

預入期間

３年（複利型）
％年

％年

（税引後：0.876％）

（税引後：0.557％）

対象資金

預入金額

新規 増額継続新規または増額継続

預入期間

１年（単利型）

預入期間

３年（複利型）
年

年

30

よらんかいねぇ広場 店長特選

個人
のみ

対象

©よりぞう

窓口での
預入のみ

対象資金

預入金額

預入期間

100万円以上の新規お取引

５年（複利型）
％年

（税引後：1.354％）

預入期間

５年（複利型）
％年

（税引後：1.195％）

対象資金

預入金額

％

％

※期間中②④合計の上限1人1,000万円まで

NEWマネー
（他行からの預け替え等）

新規 増額継続新規または増額継続

50万円以上の新規または増額継続
※新規とは、当座性貯金からの振替を意味します。

100万円以上の新規または増額継続
※新規とは、当座性貯金からの振替を意味します。

（令和８年５月末実績参考）

組合員数  6,439名（団体含）

貯金残高 72,553百万円

貸出金残高 24,371百万円

長期共済保有高 1,627億円

購買品供給高 459百万円

販売品取扱高 55百万円

私たちの 無料税務相談会
■ 開 催 日 時

■ 開 催 場 所

令和８年７月23日㈭
令和８年８月25日㈫
令和８年９月24日㈭

■ お問い合せ
　 お申込先

■ 顧問税理士

お申込み順に受け付けております。

午前９時～12時（基本30分単位）

平日８時30分～17時15分

要予約

JA 白山  本店
税理士 升田　佐吉（税理士法人アーマス）
本店総務課 東藤　TEL 272-3333

６月20日㈯にJA白山「第19回通常総代会」を開催しました。
今回の総代会では新しく役員が選任されました。

第19回通常総代会（白山市鶴来総合文化会館クレイン）表紙の写真

特 集 第19回通常総代会第19回通常総代会

JAだより８月号は休刊とさせていただきます。ご理解のほどお願い申し上げます。

JAだより８月号休刊のお知らせ
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第
２
回
理
事
会 

日
時
／
令
和
８
年
５
月
29
日（
金
）午
後
３
時
30
分

審
議
事
項

第
１
号
議
案
　
第
19
年
度
（
令
和
７
年
度
）
３
月
末
貸
出
債

権
等
の
自
己
査
定
結
果
に
つ
い
て

第
２
号
議
案
　
リ
ス
ク
管
理
積
立
金
の
取
崩
し
に
つ
い
て

第
３
号
議
案
　
第
19
年
度
（
令
和
７
年
度
）
事
業
報
告
及
び

決
算
の
貸
借
対
照
表
・
損
益
計
算
書
、
剰
余
金
処
分
案
に

つ
い
て

第
４
号
議
案
　
理
事
及
び
監
事
の
報
酬
に
つ
い
て

全
議
案
を
審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項

１
　
理
事
及
び
監
事
候
補
者
の
選
任
に
つ
い
て

２
　
令
和
８
年
４
月
末
事
業
実
績
に
つ
い
て

３
　
第
19
年
度
（
令
和
７
年
度
）
Ｊ
Ａ
白
山
農
業
関
係
被
表

彰
者
に
つ
い
て

４
　
令
和
８
年
産
米
出
荷
予
約
状
況
に
つ
い
て

５
　
令
和
８
年
度
育
苗
セ
ン
タ
ー
稼
働
実
績
に
つ
い
て

６
　
そ
の
他

理
事
会
だ
よ
り

第
３
回
理
事
会 

日
時
／
令
和
８
年
６
月
17
日（
水
）午
後
１
時
30
分

審
議
事
項

第
１
号
議
案
　
令
和
７
年
度
期
末
監
事
監
査
指
摘
事
項
に
対

す
る
回
答
に
つ
い
て

第
２
号
議
案
　
行
政
庁
に
提
出
す
る
第
19
年
度
業
務
報
告
書

の
承
認
に
つ
い
て

第
３
号
議
案
　
20
年
国
債
の
保
有
方
針
に
つ
い
て

第
４
号
議
案
　
出
資
口
数
の
変
動
に
つ
い
て

全
議
案
を
審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項

１
　
令
和
８
年
５
月
末
事
業
実
績
に
つ
い
て

２
　
支
店
別
議
案
説
明
会
に
お
け
る
主
な
意
見
質
問
に
対
す

る
回
答
に
つ
い
て

３
　
会
計
監
査
人
の
再
任
に
つ
い
て

４
　
地
方
公
共
団
体
へ
の
貸
付
に
つ
い
て

５
　
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
に
基
づ
く
Ｊ
Ａ
財
務
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
の
結
果
に
つ
い
て

６
　
そ
の
他
　
夏
の
定
期
貯
金
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て

第
19
回
通
常
総
代
会

第
19
回
通
常
総
代
会

　
６
月
20
日
、
白
山
市
鶴
来
総
合
文
化
会
館
ク
レ
イ
ン
に
て
第

19
回
通
常
総
代
会
を
開
催
し
、
総
代
５
０
０
名
の
う
ち
４
８
８

名
が
出
席
（
２
７
３
名
は
書
面
に
よ
る
出
席
）
し
ま
し
た
。

　
開
会
に
当
た
り
、
柄
田
俊
樹
組
合
長
は
、
令
和
７
年
産
米
は

収
量
・
品
質
と
も
に
お
お
む
ね
良
好
な
結
果
と
な
っ
た
こ
と
、

ま
た
、
米
価
の
上
昇
に
よ
り
多
く
の
生
産
者
の
収
支
が
改
善
し
、

農
業
機
械
の
更
新
な
ど
将
来
に
向
け
た
投
資
が
進
ん
だ
こ
と
に

触
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、
令
和
８
年
産
米
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
米
価
の
動
向

や
生
産
資
材
価
格
の
高
騰
、
気
候
変
動
な
ど
に
よ
り
、
依
然
と

し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
と
説
明
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
高

品
質
な
米
づ
く
り
と
農
業
者
所
得
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、

白
山
市
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
に
呼
応
し
、
有
機
農

業
の
推
進
に
も
取
り
組
む
方
針
を
示
し
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
度
の
事
業
は
順
調
に
推
移
し
、
実
事
業
で
は
当
初

計
画
を
上
回
る
成
果
を
上
げ
ま
し
た
が
、
決
算
で
金
利
上
昇
に

伴
う
保
有
国
債
約
５
億
円
の
減
損
処
理
を
実
施
し
た
こ
と
を

説
明
し
ま
し
た
。
こ
の
処
理
は
会
計
上
の
も
の
で
あ
り
、
財
務

の
健
全
性
や
事
業
運
営
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は

な
い
と
し
た
上
で
、
事
業
分
量
配
当
を
実
施
で
き
な
か
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
お
詫
び
を
述
べ
ま
し
た
。

　
本
総
代
会
を
も
っ
て
組
合
長
を
退
任
す
る
に
あ
た
り
、
平
成

12
年
に
合
併
前
の
旧
J
A
つ
る
ぎ
郷
へ
転
籍
し
て
以
来
、
約

26
年
に
わ
た
り
J
A
運
営
に
携
わ
り
、
多
く
の
組
合
員
や
地
域

の
皆
さ
ま
、
役
職
員
に
支
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
へ
の
感
謝
を

表
し
ま
し
た
。
今
後
は
一
組
合
員
と
し
て
J
A
白
山
の
発
展
を

見
守
り
、
応
援
し
て
い
き
た
い
と
の
思
い
を
述
べ
る
と
と
も

に
、
新
た
な
執
行
体
制
へ
の
変
わ
ら
ぬ
支
援
と
協
力
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
J
A
白
山
が
地
域
農
業
と
地
域
社
会
に
欠
か
せ

な
い
存
在
と
し
て
、
今
後
も
さ
ら
な
る
発
展
を
遂
げ
る
こ
と

へ
の
期
待
を
述
べ
、
挨
拶
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　
本
総
代
会
に
は
、
来
賓
に
石
川
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会

橋
本
豊
巳
夫
専
務
、
田
村
敏
和
白
山
市
長
、
石
川
県
議
会
議

員
横
山
隆
也
議
員
、
車
幸
弘
議
員
に
ご
臨
席
賜
り
、
祝
辞

の
な
か
で
Ｊ
Ａ
白
山
の
農
業
振
興
、
地
域
貢
献
の
取
り
組
み

に
触
れ
、
組
合
員
と
Ｊ
Ａ
の
益
々
の
発
展
と
活
躍
を
願
う

激
励
を
頂
戴
致
し
ま
し
た
。

　
議
案
審
議
で
は
議
長
に
手
取
地
区
の
炭
谷
正
樹
さ
ん
を

選
任
し
、
令
和
７
年
度
事
業
報
告
及
び
剰
余
金
処
分
案
、

令
和
８
年
度
事
業
計
画
の
策
定
等
を
含
む
全
６
議
案
が
審
議

さ
れ
全
て
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
長
の
大
役
を
務
め
て
頂
い
た
炭
谷
正
樹
さ
ん
、
ご
出
席

い
た
だ
い
た
総
代
の
皆
さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

■
農
業
功
労
者
表
彰

　
農
業
功
労
賞

　
　
農
事
組
合
法
人 

手
取
営
農
組
合

　
　
　
代
表
理
事
　
梨
木
　
修
一

■
永
年
勤
続
職
員
表
彰

　
30
年
　 

蝶
屋
支
店
　
林
　
栄
一
郎

　
　
　
　 

蝶
屋
支
店
　
中
出
　
　
文

　
　
　
　 

金
融
共
済
部
　
髙
橋
　
和
則

前田常務

吉田専務

田村白山市長柄田組合長炭谷議長 ご来賓の皆さま
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第
２
回
理
事
会 

日
時
／
令
和
８
年
５
月
29
日（
金
）午
後
３
時
30
分

審
議
事
項

第
１
号
議
案
　
第
19
年
度
（
令
和
７
年
度
）
３
月
末
貸
出
債

権
等
の
自
己
査
定
結
果
に
つ
い
て

第
２
号
議
案
　
リ
ス
ク
管
理
積
立
金
の
取
崩
し
に
つ
い
て

第
３
号
議
案
　
第
19
年
度
（
令
和
７
年
度
）
事
業
報
告
及
び

決
算
の
貸
借
対
照
表
・
損
益
計
算
書
、
剰
余
金
処
分
案
に

つ
い
て

第
４
号
議
案
　
理
事
及
び
監
事
の
報
酬
に
つ
い
て

全
議
案
を
審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項

１
　
理
事
及
び
監
事
候
補
者
の
選
任
に
つ
い
て

２
　
令
和
８
年
４
月
末
事
業
実
績
に
つ
い
て

３
　
第
19
年
度
（
令
和
７
年
度
）
Ｊ
Ａ
白
山
農
業
関
係
被
表

彰
者
に
つ
い
て

４
　
令
和
８
年
産
米
出
荷
予
約
状
況
に
つ
い
て

５
　
令
和
８
年
度
育
苗
セ
ン
タ
ー
稼
働
実
績
に
つ
い
て

６
　
そ
の
他

理
事
会
だ
よ
り

第
３
回
理
事
会 

日
時
／
令
和
８
年
６
月
17
日（
水
）午
後
１
時
30
分

審
議
事
項

第
１
号
議
案
　
令
和
７
年
度
期
末
監
事
監
査
指
摘
事
項
に
対

す
る
回
答
に
つ
い
て

第
２
号
議
案
　
行
政
庁
に
提
出
す
る
第
19
年
度
業
務
報
告
書

の
承
認
に
つ
い
て

第
３
号
議
案
　
20
年
国
債
の
保
有
方
針
に
つ
い
て

第
４
号
議
案
　
出
資
口
数
の
変
動
に
つ
い
て

全
議
案
を
審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項

１
　
令
和
８
年
５
月
末
事
業
実
績
に
つ
い
て

２
　
支
店
別
議
案
説
明
会
に
お
け
る
主
な
意
見
質
問
に
対
す

る
回
答
に
つ
い
て

３
　
会
計
監
査
人
の
再
任
に
つ
い
て

４
　
地
方
公
共
団
体
へ
の
貸
付
に
つ
い
て

５
　
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
に
基
づ
く
Ｊ
Ａ
財
務
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
の
結
果
に
つ
い
て

６
　
そ
の
他
　
夏
の
定
期
貯
金
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て

第
19
回
通
常
総
代
会

第
19
回
通
常
総
代
会

　
６
月
20
日
、
白
山
市
鶴
来
総
合
文
化
会
館
ク
レ
イ
ン
に
て
第

19
回
通
常
総
代
会
を
開
催
し
、
総
代
５
０
０
名
の
う
ち
４
８
８

名
が
出
席
（
２
７
３
名
は
書
面
に
よ
る
出
席
）
し
ま
し
た
。

　
開
会
に
当
た
り
、
柄
田
俊
樹
組
合
長
は
、
令
和
７
年
産
米
は

収
量
・
品
質
と
も
に
お
お
む
ね
良
好
な
結
果
と
な
っ
た
こ
と
、

ま
た
、
米
価
の
上
昇
に
よ
り
多
く
の
生
産
者
の
収
支
が
改
善
し
、

農
業
機
械
の
更
新
な
ど
将
来
に
向
け
た
投
資
が
進
ん
だ
こ
と
に

触
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、
令
和
８
年
産
米
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
米
価
の
動
向

や
生
産
資
材
価
格
の
高
騰
、
気
候
変
動
な
ど
に
よ
り
、
依
然
と

し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
と
説
明
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
高

品
質
な
米
づ
く
り
と
農
業
者
所
得
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、

白
山
市
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
に
呼
応
し
、
有
機
農

業
の
推
進
に
も
取
り
組
む
方
針
を
示
し
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
度
の
事
業
は
順
調
に
推
移
し
、
実
事
業
で
は
当
初

計
画
を
上
回
る
成
果
を
上
げ
ま
し
た
が
、
決
算
で
金
利
上
昇
に

伴
う
保
有
国
債
約
５
億
円
の
減
損
処
理
を
実
施
し
た
こ
と
を

説
明
し
ま
し
た
。
こ
の
処
理
は
会
計
上
の
も
の
で
あ
り
、
財
務

の
健
全
性
や
事
業
運
営
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は

な
い
と
し
た
上
で
、
事
業
分
量
配
当
を
実
施
で
き
な
か
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
お
詫
び
を
述
べ
ま
し
た
。

　
本
総
代
会
を
も
っ
て
組
合
長
を
退
任
す
る
に
あ
た
り
、
平
成

12
年
に
合
併
前
の
旧
J
A
つ
る
ぎ
郷
へ
転
籍
し
て
以
来
、
約

26
年
に
わ
た
り
J
A
運
営
に
携
わ
り
、
多
く
の
組
合
員
や
地
域

の
皆
さ
ま
、
役
職
員
に
支
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
へ
の
感
謝
を

表
し
ま
し
た
。
今
後
は
一
組
合
員
と
し
て
J
A
白
山
の
発
展
を

見
守
り
、
応
援
し
て
い
き
た
い
と
の
思
い
を
述
べ
る
と
と
も

に
、
新
た
な
執
行
体
制
へ
の
変
わ
ら
ぬ
支
援
と
協
力
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
J
A
白
山
が
地
域
農
業
と
地
域
社
会
に
欠
か
せ

な
い
存
在
と
し
て
、
今
後
も
さ
ら
な
る
発
展
を
遂
げ
る
こ
と

へ
の
期
待
を
述
べ
、
挨
拶
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　
本
総
代
会
に
は
、
来
賓
に
石
川
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会

橋
本
豊
巳
夫
専
務
、
田
村
敏
和
白
山
市
長
、
石
川
県
議
会
議

員
横
山
隆
也
議
員
、
車
幸
弘
議
員
に
ご
臨
席
賜
り
、
祝
辞

の
な
か
で
Ｊ
Ａ
白
山
の
農
業
振
興
、
地
域
貢
献
の
取
り
組
み

に
触
れ
、
組
合
員
と
Ｊ
Ａ
の
益
々
の
発
展
と
活
躍
を
願
う

激
励
を
頂
戴
致
し
ま
し
た
。

　
議
案
審
議
で
は
議
長
に
手
取
地
区
の
炭
谷
正
樹
さ
ん
を

選
任
し
、
令
和
７
年
度
事
業
報
告
及
び
剰
余
金
処
分
案
、

令
和
８
年
度
事
業
計
画
の
策
定
等
を
含
む
全
６
議
案
が
審
議

さ
れ
全
て
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
長
の
大
役
を
務
め
て
頂
い
た
炭
谷
正
樹
さ
ん
、
ご
出
席

い
た
だ
い
た
総
代
の
皆
さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

■
農
業
功
労
者
表
彰

　
農
業
功
労
賞

　
　
農
事
組
合
法
人 

手
取
営
農
組
合

　
　
　
代
表
理
事
　
梨
木
　
修
一

■
永
年
勤
続
職
員
表
彰

　
30
年
　 

蝶
屋
支
店
　
林
　
栄
一
郎

　
　
　
　 

蝶
屋
支
店
　
中
出
　
　
文

　
　
　
　 

金
融
共
済
部
　
髙
橋
　
和
則

前田常務

吉田専務

田村白山市長柄田組合長炭谷議長 ご来賓の皆さま

02Public Relations Magazine JAだより　令和８年７月発行03 Public Relations Magazine JAだより　令和８年７月発行

特 

集



就
任
の
ご
挨
拶

就
任
の
ご
挨
拶

就
任
の
ご
挨
拶

代
表
理
事
専
務

　
　
　
　

　
　吉 

田  

誠 

一

　
い
よ
い
よ
夏
本
番
を
迎
え
、水
稲
の
生
育
も
や
や
早
ま
っ
て

い
る
よ
う
で
す
が
、組
合
員
の
皆
さ
ま
に
は
ま
す
ま
す
ご
健
勝

に
て
お
過
ご
し
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
日
頃
よ
り
J
A
事
業
に
格
別
の
ご
理
解
ご
支
援
を
賜
り
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、J
A
白
山
は
来
年
合
併
20
周
年
を
迎
え
る
こ
と
と

な
り
、こ
れ
ま
で
J
A
運
営
を
支
え
て
頂
き
ま
し
た
組
合
員

を
は
じ
め
地
域
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
こ
と
宮
本
剛
は
、６
月
20
日
に
開
催
さ
れ
た
通
常
総
代
会

後
の
組
織
理
事
会
に
お
い
て
代
表
理
事
組
合
長
に
推
挙
さ
れ

就
任
致
し
ま
し
た
。

　
ご
承
知
の
と
お
り
、ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
未
だ

終
息
が
見
え
ず
、2
月
下
旬
か
ら
の
中
東
情
勢
な
ど
国
際
情
勢

の
不
安
定
化
か
ら
農
業
関
連
資
材
等
に
も
大
き
な
影
響
を

あ
た
え
、農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
ま
す
ま
す
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。

　
コ
メ
を
巡
る
需
給
環
境
も
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、生
産
者

の
安
定
し
た
収
入
の
確
保
と
持
続
可
能
な
農
業
の
実
現
に

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、県
下
３
J
A
構
想
は
いっ
た
ん
白
紙
と
な
り
ま
し
た

が
、新
た
な
可
能
性
を
模
索
し
な
が
ら
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
ご

意
見
を
伺
い
、将
来
の
あ
る
べ
き
姿
を
追
求
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
J
A
白
山
管
内
は「
白
山
手
取
川
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー

ク
」の
お
膝
元
、豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
地
域
資
源
を
強
み

と
し
、安
全・安
心
な
農
産
物
生
産
と
地
域
農
業
の
発
展
に

努
め
ま
す
。こ
れ
か
ら
も〝
地
域
み
ん
な
の
農
協
、明
る
く
元
気

な
農
協
〞を
目
指
し
、役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
事
業
運
営
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
結
び
に
、皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
、就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
現
在
、農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、資
材
価
格
や
燃
料
費

の
高
騰
、気
候
変
動
に
よ
る
自
然
災
害
の
激
甚
化
、担
い
手

不
足
や
高
齢
化
な
ど
、多
く
の
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
、食
料
安
全
保
障
へ
の
関
心
の
高
ま
り
や
地
域
農
業

の
持
続
的
な
発
展
への
期
待
な
ど
、J
A
が
果
た
す
べ
き
役
割

は
こ
れ
ま
で
以
上
に
大
き
く
な
って
い
ま
す
。

　
当
農
協
も
正
組
合
数
、農
業
生
産
者
の
減
少
、高
齢
化
で

組
織
基
盤
は
確
実
に
弱
体
化
し
て
お
り
ま
す
が
、こ
の
よ
う

な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、私
た
ち
は
組
合
員
や
生
産
現
場
の
声

を
真
摯
に
受
け
止
め
な
が
ら
、営
農・経
済・信
用・共
済
な
ど

各
事
業
の
総
合
力
を
発
揮
し
、安
心
し
て
農
業
経
営
や
地
域

で
の
暮
ら
し
を
続
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
J
A
白
山
は
、地
域
と
と
も
に
歩
み
、地
域
に
支
え
ら
れ
て

発
展
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。そ
の
歴
史
と
信
頼
を
大
切
に

し
な
が
ら
、「
地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
J
A
」で
あ
り

続
け
る
た
め
、役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
事
業
を
前
進
さ
せ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
３
期
目
に
あ
た
り
、初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、公
正
・

誠
実
な
姿
勢
で
職
務
に
取
り
組
み
、組
合
員
の
皆
様
と
地
域

社
会
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り

ま
す
。今
後
と
も
、変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、ご
指
導
を
賜
り
ま
す

よ
う
、心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
組
合
員
な
ら
び
に
地
域
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

日
頃
よ
り
J
A
事
業
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、私
こ
と
、先
般
開
催
さ
れ
ま
し
た
第
19
回
通
常
総

代
会
な
ら
び
に
そ
の
後
の
理
事
会
に
お
き
ま
し
て
、前
期
に
引

き
続
き
金
融
担
当
理
事
に
選
任
さ
れ
た
前
田
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
日
、日
本
経
済
お
よ
び
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

物
価
高
騰
や
金
融
情
勢
の
変
動
な
ど
依
然
と
し
て
先
の

見
通
せ
な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
中
、

皆
さ
ま
の
大
切
な
資
産
を
お
預
か
り
し
、生
活
と
事
業
を

支
え
る
信
用・共
済
事
業
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
、こ
れ
ま
で

以
上
に
重
要
性
を
増
し
て
お
り
ま
す
。

　
協
同
組
合
の
理
念
に
基
づ
き
、組
合
員・地
域
の
皆
様
に

寄
り
添
い
、選
ば
れ
信
頼
さ
れ
る
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹
底
と

健
全
な
経
営
基
盤
の
維
持
に
努
め
、地
域
社
会
の
発
展
に

貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、組
合
員・地
域
の
皆
さ
ま
の
旧
に
倍
す
る
ご

指
導
と
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
末
筆
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、皆
さ
ま
の
益
々
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

代
表
理
事
組
合
長

　
　
　

　
　宮 

本  

　

 

剛

み
や

も
と

つ
よ
し

よ
し  

　だ

せ
い

　 

い
ち

代
表
理
事
常
務

　
　
　
　

　
　前 

田  

浩 

司

ま
え    

だ

ひ
ろ 

　 

し

【
理  

事
】

【
監  

事
】

代表理事常務

前田　浩司
（大神）

まえだ ひろし

第
８
期

令
和
８
年
６
月
20
日
開
催
の
第
19
回
通
常
総
代
会
に
お
い
て

新
役
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。　
　（
理
事
18
名
／
監
事
５
名
）

代表理事専務

吉田　誠一
（学識経験者）

よしだ せいいち
副組合長理事

奥谷　英喜
（手取）

おくたに ひでき
代表理事組合長

宮本　　剛
（つるぎ）

みやもと つよし

理　事

西田　英次
（つるぎ）

にしだ えいじ
理　事

宮川　宏文
（蝶屋）

みやかわ ひろふみ
理　事

吉倉　陽子
（蝶屋）

よしくら ようこ
理　事

宮下　ひとみ
（つるぎ）

みやした

理　事

藤田　一彦
（手取）

ふじた かずひこ
理　事

髙本　祐輔
（つるぎ）

たかもと ゆうすけ
理　事

中田　善昭
（つるぎ）

なかだ よしあき
理　事

山下　次久
（白峰）

やました つぐひさ
理　事

塩栗　与嗣男
（手取）

しおぐり よしお

理　事

吉本　儀一郎
（手取）

よしもと ぎいちろう

代表監事

篠田　　済
（蝶屋）

しのだ 　　わたる

理　事

東　　桂介
（蝶屋）

ひがし けいすけ
理　事

谷口　清次
（大神）

たにぐち きよじ
理　事

澤邉　千穂
（手取）

さわべ ちほ
理　事

作田　貴章
（つるぎ）

さくだ たかあき

監　事

小川　正樹
（員外監事）

おがわ まさき
監　事

奥　　康夫
（つるぎ）

おく やすお
監　事

吉田　一弘
（手取）

よした かずひろ
常勤監事

松本　外司
（学識経験者）

まつもと そとし

役
員
紹
介

04Public Relations Magazine JAだより　令和８年７月発行05 Public Relations Magazine JAだより　令和８年７月発行



就
任
の
ご
挨
拶

就
任
の
ご
挨
拶

就
任
の
ご
挨
拶

代
表
理
事
専
務

　
　
　
　

　
　吉 

田  

誠 

一

　
い
よ
い
よ
夏
本
番
を
迎
え
、水
稲
の
生
育
も
や
や
早
ま
っ
て

い
る
よ
う
で
す
が
、組
合
員
の
皆
さ
ま
に
は
ま
す
ま
す
ご
健
勝

に
て
お
過
ご
し
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
日
頃
よ
り
J
A
事
業
に
格
別
の
ご
理
解
ご
支
援
を
賜
り
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、J
A
白
山
は
来
年
合
併
20
周
年
を
迎
え
る
こ
と
と

な
り
、こ
れ
ま
で
J
A
運
営
を
支
え
て
頂
き
ま
し
た
組
合
員

を
は
じ
め
地
域
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
こ
と
宮
本
剛
は
、６
月
20
日
に
開
催
さ
れ
た
通
常
総
代
会

後
の
組
織
理
事
会
に
お
い
て
代
表
理
事
組
合
長
に
推
挙
さ
れ

就
任
致
し
ま
し
た
。

　
ご
承
知
の
と
お
り
、ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
未
だ

終
息
が
見
え
ず
、2
月
下
旬
か
ら
の
中
東
情
勢
な
ど
国
際
情
勢

の
不
安
定
化
か
ら
農
業
関
連
資
材
等
に
も
大
き
な
影
響
を

あ
た
え
、農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
ま
す
ま
す
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。

　
コ
メ
を
巡
る
需
給
環
境
も
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、生
産
者

の
安
定
し
た
収
入
の
確
保
と
持
続
可
能
な
農
業
の
実
現
に

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、県
下
３
J
A
構
想
は
いっ
た
ん
白
紙
と
な
り
ま
し
た

が
、新
た
な
可
能
性
を
模
索
し
な
が
ら
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
ご

意
見
を
伺
い
、将
来
の
あ
る
べ
き
姿
を
追
求
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
J
A
白
山
管
内
は「
白
山
手
取
川
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー

ク
」の
お
膝
元
、豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
地
域
資
源
を
強
み

と
し
、安
全・安
心
な
農
産
物
生
産
と
地
域
農
業
の
発
展
に

努
め
ま
す
。こ
れ
か
ら
も〝
地
域
み
ん
な
の
農
協
、明
る
く
元
気

な
農
協
〞を
目
指
し
、役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
事
業
運
営
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
結
び
に
、皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
、就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
現
在
、農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、資
材
価
格
や
燃
料
費

の
高
騰
、気
候
変
動
に
よ
る
自
然
災
害
の
激
甚
化
、担
い
手

不
足
や
高
齢
化
な
ど
、多
く
の
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
、食
料
安
全
保
障
へ
の
関
心
の
高
ま
り
や
地
域
農
業

の
持
続
的
な
発
展
への
期
待
な
ど
、J
A
が
果
た
す
べ
き
役
割

は
こ
れ
ま
で
以
上
に
大
き
く
な
って
い
ま
す
。

　
当
農
協
も
正
組
合
数
、農
業
生
産
者
の
減
少
、高
齢
化
で

組
織
基
盤
は
確
実
に
弱
体
化
し
て
お
り
ま
す
が
、こ
の
よ
う

な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、私
た
ち
は
組
合
員
や
生
産
現
場
の
声

を
真
摯
に
受
け
止
め
な
が
ら
、営
農・経
済・信
用・共
済
な
ど

各
事
業
の
総
合
力
を
発
揮
し
、安
心
し
て
農
業
経
営
や
地
域

で
の
暮
ら
し
を
続
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
J
A
白
山
は
、地
域
と
と
も
に
歩
み
、地
域
に
支
え
ら
れ
て

発
展
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。そ
の
歴
史
と
信
頼
を
大
切
に

し
な
が
ら
、「
地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
J
A
」で
あ
り

続
け
る
た
め
、役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
事
業
を
前
進
さ
せ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
３
期
目
に
あ
た
り
、初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、公
正
・

誠
実
な
姿
勢
で
職
務
に
取
り
組
み
、組
合
員
の
皆
様
と
地
域

社
会
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り

ま
す
。今
後
と
も
、変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、ご
指
導
を
賜
り
ま
す

よ
う
、心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
組
合
員
な
ら
び
に
地
域
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

日
頃
よ
り
J
A
事
業
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、私
こ
と
、先
般
開
催
さ
れ
ま
し
た
第
19
回
通
常
総

代
会
な
ら
び
に
そ
の
後
の
理
事
会
に
お
き
ま
し
て
、前
期
に
引

き
続
き
金
融
担
当
理
事
に
選
任
さ
れ
た
前
田
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
日
、日
本
経
済
お
よ
び
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

物
価
高
騰
や
金
融
情
勢
の
変
動
な
ど
依
然
と
し
て
先
の

見
通
せ
な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
中
、

皆
さ
ま
の
大
切
な
資
産
を
お
預
か
り
し
、生
活
と
事
業
を

支
え
る
信
用・共
済
事
業
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
、こ
れ
ま
で

以
上
に
重
要
性
を
増
し
て
お
り
ま
す
。

　
協
同
組
合
の
理
念
に
基
づ
き
、組
合
員・地
域
の
皆
様
に

寄
り
添
い
、選
ば
れ
信
頼
さ
れ
る
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹
底
と

健
全
な
経
営
基
盤
の
維
持
に
努
め
、地
域
社
会
の
発
展
に

貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、組
合
員・地
域
の
皆
さ
ま
の
旧
に
倍
す
る
ご

指
導
と
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
末
筆
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、皆
さ
ま
の
益
々
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

代
表
理
事
組
合
長

　
　
　

　
　宮 

本  

　

 

剛

み
や

も
と

つ
よ
し

よ
し  

　だ

せ
い

　 

い
ち

代
表
理
事
常
務

　
　
　
　

　
　前 

田  

浩 

司

ま
え    

だ

ひ
ろ 

　 

し

【
理  

事
】

【
監  

事
】

代表理事常務

前田　浩司
（大神）

まえだ ひろし

第
８
期

令
和
８
年
６
月
20
日
開
催
の
第
19
回
通
常
総
代
会
に
お
い
て

新
役
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。　
　（
理
事
18
名
／
監
事
５
名
）

代表理事専務

吉田　誠一
（学識経験者）

よしだ せいいち
副組合長理事

奥谷　英喜
（手取）

おくたに ひでき
代表理事組合長

宮本　　剛
（つるぎ）

みやもと つよし

理　事

西田　英次
（つるぎ）

にしだ えいじ
理　事

宮川　宏文
（蝶屋）

みやかわ ひろふみ
理　事

吉倉　陽子
（蝶屋）

よしくら ようこ
理　事

宮下　ひとみ
（つるぎ）

みやした

理　事

藤田　一彦
（手取）

ふじた かずひこ
理　事

髙本　祐輔
（つるぎ）

たかもと ゆうすけ
理　事

中田　善昭
（つるぎ）

なかだ よしあき
理　事

山下　次久
（白峰）

やました つぐひさ
理　事

塩栗　与嗣男
（手取）

しおぐり よしお

理　事

吉本　儀一郎
（手取）

よしもと ぎいちろう

代表監事

篠田　　済
（蝶屋）

しのだ 　　わたる

理　事

東　　桂介
（蝶屋）

ひがし けいすけ
理　事

谷口　清次
（大神）

たにぐち きよじ
理　事

澤邉　千穂
（手取）

さわべ ちほ
理　事

作田　貴章
（つるぎ）

さくだ たかあき

監　事

小川　正樹
（員外監事）

おがわ まさき
監　事

奥　　康夫
（つるぎ）

おく やすお
監　事

吉田　一弘
（手取）

よした かずひろ
常勤監事

松本　外司
（学識経験者）

まつもと そとし

役
員
紹
介
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❶
減
損
関
係

質
問
１
　
減
損
処
理
を
５
億
円
し
た
結

果
赤
字
と
な
っ
て
い
る
が
、
本
当

に
５
億
円
も
の
損
失
が
生
じ
た

の
か
。

回
答
１
　
５
〜
６
年
前
の
低
金
利
、

マ
イ
ナ
ス
金
利
の
時
に
取
得
し

た
国
債
が
昨
今
の
急
激
な
金
利

上
昇
に
よ
っ
て
価
格
が
下
落
し
、

当
J
A
の
経
理
規
程
に
基
づ
き
、

取
得
価
格
を
市
場
価
格
ま
で
引
き

下
げ
し
た
こ
と
で
、
５
億
円
の
評

価
損
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
　
　
国
債
の
売
却
に
よ
る
実
際
の

損
失
で
は
な
い
た
め
、
満
期
時

に
は
額
面
価
格
で
償
還
さ
れ
、

５
億
円
の
償
還
益
が
発
生
し
ま
す
。

質
問
２
　
会
計
上
の
赤
字
だ
が
J
A
の

運
営
に
は
全
く
問
題
な
い
の
か

回
答
２
　
J
A
の
財
務
の
健
全
性
や

運
営
に
は
全
く
問
題
あ
り
ま
せ

ん
が
、
赤
字
決
算
の
た
め
利
用

高
配
当
は
行
え
ず
大
変
申
し
訳

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
低
金
利

の
国
債
を
長
期
間
保
有
す
る
こ

と
に
よ
り
、
得
る
べ
き
利
益
を

逸
失
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

質
問
３
　
赤
字
決
算
な
の
に
な
ぜ
法
人

税
な
ど
を
払
う
の
か

回
答
３
　
会
計
上
の
評
価
を
落
と
し

て
の
赤
字
決
算
で
あ
り
、
実
事

業
上
は
１
億
を
超
え
る
黒
字
決

算
で
あ
る
た
め
法
人
税
な
ど
の

納
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

質
問
４
　
J
A
の
保
有
し
て
い
る
国
債

で
今
後
も
金
利
上
昇
が
続
け
ば

追
加
の
減
損
処
理
が
必
要
に
な

る
の
か
。

回
答
４
　
今
後
減
損
の
可
能
性
が
あ

る
の
は
30
年
債
１
億
円
で
あ
り
、

令
和
８
年
度
の
追
加
減
損
は
５
千

万
円
程
度
で
黒
字
決
算
は
確
保

で
き
る
見
込
み
で
す
。

質
問
５
　
県
下
J
A
で
も
減
損
損
失

計
上
を
予
定
し
て
い
る
か
。

回
答
５
　
県
下
で
は
当
J
A
以
外
に

５
J
A
が
総
額
50
億
円
を
超
え

る
減
損
損
失
を
計
上
す
る
と
聞

い
て
い
ま
す
。

❹
営
農
事
業

質
問
１
　
令
和
７
年
産
米
が
米
余
り
と

な
っ
て
い
る
が
、
令
和
８
年
産

の
価
格
は
ど
う
な
る
の
か
。

回
答
１
　
農
水
省
が
示
す
令
和
８
年

及
び
令
和
９
年
６
月
末
の
民
間

流
通
在
庫
は
そ
れ
ぞ
れ
最
大
で

２
３
４
万
ｔ
と
２
７
１
万
ｔ
で
、

適
正
上
限
と
言
わ
れ
る
２
０
０

万
ｔ
大
き
く
上
回
っ
て
お
り
ま

す
。
米
価
の
暴
落
を
回
避
す
る

に
は
政
府
に
よ
る
備
蓄
米
の
大

量
買
入
れ
、
買
い
戻
し
と
生
産

者
に
よ
る
主
食
用
か
ら
非
主
食

用
米
へ
の
転
換
が
不
可
欠
で
あ

り
ま
す
が
、
現
時
点
で
ど
ち
ら

も
目
立
っ
た
動
き
が
あ
り
ま
せ

ん
。
よ
っ
て
、
８
年
産
米
の
価

格
は
見
通
し
が
つ
か
な
い
状
況

で
す
。

❺
総
務
関
連

質
問
１
　
赤
字
決
算
な
の
に
役
員
報
酬

が
据
置
き
な
の
は
い
か
が
な
も

の
か
。

回
答
１
　
今
期
減
損
処
理
す
る
国
債

は
令
和
元
年
か
ら
令
和
３
年
度

に
取
得
し
た
も
の
で
す
。
新
役
員

が
Ｊ
Ａ
経
営
が
さ
ら
に
厳
し
く

な
る
こ
れ
か
ら
の
３
年
間
を
高
い

使
命
感
、
責
任
感
を
持
ち
挑
め

る
よ
う
役
員
報
酬
審
議
会
の
審

議
を
経
て
、
据
え
置
き
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

質
問
２
　
職
員
の
確
保
に
つ
い
て
、

令
和
８
年
度
新
卒
採
用
は
０
名

と
聞
い
た
が
、
他
Ｊ
Ａ
と
比
べ
て

条
件
が
劣
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
？

回
答
２
　
新
卒
採
用
に
つ
い
て
は

年
々
厳
し
い
情
勢
と
な
っ
て
い

ま
す
。
応
募
数
が
年
々
減
少
し

て
い
る
こ
と
に
加
え
、
内
定
を

２
〜
４
名
出
し
て
い
る
も
の
の
、

辞
退
さ
れ
、
結
果
と
し
て
今
期

採
用
は
ゼ
ロ
と
な
り
ま
し
た
。

9
年
4
月
採
用
は
今
の
と
こ
ろ

内
定
２
名
で
、
う
ち
、
１
名
は

既
に
辞
退
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
採
用
条
件
に
つ
い
て
は
、
こ
の

2
年
間
、
積
極
的
に
給
与
の
引
き

上
げ
を
行
っ
て
お
り
、
平
均
給
与

は
県
内
J
A
で
も
高
い
ほ
う
で

あ
り
、
他
J
A
と
の
比
較
に
お

い
て
劣
っ
て
い
る
こ
と
は
無
い
と

言
え
ま
す
。
た
だ
、
近
年
競
争
力

の
あ
る
一
般
企
業
の
大
幅
賃
金

ア
ッ
プ
が
新
卒
を
引
き
つ
け
て

お
り
、
厳
し
い
採
用
状
況
は
当
面

継
続
す
る
と
思
わ
れ
、
県
内
全

J
A
共
通
の
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

❷
合
併
関
係

質
問
１
　
合
併
は
白
紙
に
戻
っ
た
の

で
は
な
い
か
。

回
答
１
　
令
和
８
年
３
月
の
J
A
石
川

県
中
央
会
臨
時
総
会
に
お
い
て
、

県
下
３
Ｊ
Ａ
構
想
は
一
旦
白
紙

に
戻
し
、
各
Ｊ
Ａ
の
意
向
を
聞
き

な
が
ら
合
併
方
針
を
再
検
討
し

て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
当
Ｊ
Ａ
は
組
合
員
の

減
少
・
高
齢
化
、
金
融
共
済
事

業
の
収
益
低
下
、
老
朽
化
し
た

営
農
施
設
の
更
新
、
職
員
確
保

の
た
め
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
等
に

よ
り
経
営
が
ま
す
ま
す
厳
し
く

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
中
央

会
の
方
針
を
待
つ
だ
け
で
は
な

く
、
J
A
白
山
自
ら
周
囲
に
働

き
か
け
合
併
を
進
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

質
問
２
　
J
A
農
機
セ
ン
タ
ー
構
想

は
、
今
後
の
J
A
合
併
と
関
係
が

あ
る
の
か
。

回
答
２
　
合
併
と
直
接
の
関
係
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
今
後
ま
す
ま
す

農
機
整
備
士
の
確
保
が
難
し
く

な
る
中
、
全
農
い
し
か
わ
提
案

の
J
A
白
山
・
能
美
・
松
任
の

農
機
セ
ン
タ
ー
集
約
構
想
へ
の

参
画
を
前
向
き
に
検
討
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
な
お
、
用
地

選
定
や
経
営
面
の
損
益
帰
属
等
、

検
討
課
題
が
多
く
時
間
を
要
し

て
お
り
ま
す
。

❸
経
済
事
業

質
問
１
　
以
前
、
よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ

広
場
の
経
営
を
㈱
ジ
ャ
コ
ム
石
川

に
移
管
す
る
と
い
う
話
が
あ
っ

た
が
、
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
の
か
。

回
答
１
　
㈱
ジ
ャ
コ
ム
石
川
と
よ
ら

ん
か
い
ね
ぇ
広
場
の
店
舗
運
営

方
式
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
る

中
、
昨
年
10
月
以
降
近
隣
２
カ

所
に
競
合
先
の
出
店
が
あ
り
ま

し
た
。
競
争
が
厳
し
く
な
る
中
、

店
長
を
中
心
に
全
員
体
制
で
店
舗

運
営
に
励
ん
だ
結
果
、
令
和
７
年

度
売
上
実
績
は
過
去
最
高
と
な

り
ま
し
た
。
よ
っ
て
今
後
も
経

営
状
況
を
見
極
め
つ
つ
環
境
激

変
時
に
手
遅
れ
に
な
ら
な
い
よ

う
先
方
と
の
協
議
を
進
め
て
い

く
こ
と
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

総
代
会
支
店
別
議
案
説
明
会
に
お
け
る
主
な
意
見
質
問
等
に
つ
い
て
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❶
減
損
関
係

質
問
１
　
減
損
処
理
を
５
億
円
し
た
結

果
赤
字
と
な
っ
て
い
る
が
、
本
当

に
５
億
円
も
の
損
失
が
生
じ
た

の
か
。

回
答
１
　
５
〜
６
年
前
の
低
金
利
、

マ
イ
ナ
ス
金
利
の
時
に
取
得
し

た
国
債
が
昨
今
の
急
激
な
金
利

上
昇
に
よ
っ
て
価
格
が
下
落
し
、

当
J
A
の
経
理
規
程
に
基
づ
き
、

取
得
価
格
を
市
場
価
格
ま
で
引
き

下
げ
し
た
こ
と
で
、
５
億
円
の
評

価
損
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
　
　
国
債
の
売
却
に
よ
る
実
際
の

損
失
で
は
な
い
た
め
、
満
期
時

に
は
額
面
価
格
で
償
還
さ
れ
、

５
億
円
の
償
還
益
が
発
生
し
ま
す
。

質
問
２
　
会
計
上
の
赤
字
だ
が
J
A
の

運
営
に
は
全
く
問
題
な
い
の
か

回
答
２
　
J
A
の
財
務
の
健
全
性
や

運
営
に
は
全
く
問
題
あ
り
ま
せ

ん
が
、
赤
字
決
算
の
た
め
利
用

高
配
当
は
行
え
ず
大
変
申
し
訳

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
低
金
利

の
国
債
を
長
期
間
保
有
す
る
こ

と
に
よ
り
、
得
る
べ
き
利
益
を

逸
失
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

質
問
３
　
赤
字
決
算
な
の
に
な
ぜ
法
人

税
な
ど
を
払
う
の
か

回
答
３
　
会
計
上
の
評
価
を
落
と
し

て
の
赤
字
決
算
で
あ
り
、
実
事

業
上
は
１
億
を
超
え
る
黒
字
決

算
で
あ
る
た
め
法
人
税
な
ど
の

納
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

質
問
４
　
J
A
の
保
有
し
て
い
る
国
債

で
今
後
も
金
利
上
昇
が
続
け
ば

追
加
の
減
損
処
理
が
必
要
に
な

る
の
か
。

回
答
４
　
今
後
減
損
の
可
能
性
が
あ

る
の
は
30
年
債
１
億
円
で
あ
り
、

令
和
８
年
度
の
追
加
減
損
は
５
千

万
円
程
度
で
黒
字
決
算
は
確
保

で
き
る
見
込
み
で
す
。

質
問
５
　
県
下
J
A
で
も
減
損
損
失

計
上
を
予
定
し
て
い
る
か
。

回
答
５
　
県
下
で
は
当
J
A
以
外
に

５
J
A
が
総
額
50
億
円
を
超
え

る
減
損
損
失
を
計
上
す
る
と
聞

い
て
い
ま
す
。

❹
営
農
事
業

質
問
１
　
令
和
７
年
産
米
が
米
余
り
と

な
っ
て
い
る
が
、
令
和
８
年
産

の
価
格
は
ど
う
な
る
の
か
。

回
答
１
　
農
水
省
が
示
す
令
和
８
年

及
び
令
和
９
年
６
月
末
の
民
間

流
通
在
庫
は
そ
れ
ぞ
れ
最
大
で

２
３
４
万
ｔ
と
２
７
１
万
ｔ
で
、

適
正
上
限
と
言
わ
れ
る
２
０
０

万
ｔ
大
き
く
上
回
っ
て
お
り
ま

す
。
米
価
の
暴
落
を
回
避
す
る

に
は
政
府
に
よ
る
備
蓄
米
の
大

量
買
入
れ
、
買
い
戻
し
と
生
産

者
に
よ
る
主
食
用
か
ら
非
主
食

用
米
へ
の
転
換
が
不
可
欠
で
あ

り
ま
す
が
、
現
時
点
で
ど
ち
ら

も
目
立
っ
た
動
き
が
あ
り
ま
せ

ん
。
よ
っ
て
、
８
年
産
米
の
価

格
は
見
通
し
が
つ
か
な
い
状
況

で
す
。

❺
総
務
関
連

質
問
１
　
赤
字
決
算
な
の
に
役
員
報
酬

が
据
置
き
な
の
は
い
か
が
な
も

の
か
。

回
答
１
　
今
期
減
損
処
理
す
る
国
債

は
令
和
元
年
か
ら
令
和
３
年
度

に
取
得
し
た
も
の
で
す
。
新
役
員

が
Ｊ
Ａ
経
営
が
さ
ら
に
厳
し
く

な
る
こ
れ
か
ら
の
３
年
間
を
高
い

使
命
感
、
責
任
感
を
持
ち
挑
め

る
よ
う
役
員
報
酬
審
議
会
の
審

議
を
経
て
、
据
え
置
き
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

質
問
２
　
職
員
の
確
保
に
つ
い
て
、

令
和
８
年
度
新
卒
採
用
は
０
名

と
聞
い
た
が
、
他
Ｊ
Ａ
と
比
べ
て

条
件
が
劣
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
？

回
答
２
　
新
卒
採
用
に
つ
い
て
は

年
々
厳
し
い
情
勢
と
な
っ
て
い

ま
す
。
応
募
数
が
年
々
減
少
し

て
い
る
こ
と
に
加
え
、
内
定
を

２
〜
４
名
出
し
て
い
る
も
の
の
、

辞
退
さ
れ
、
結
果
と
し
て
今
期

採
用
は
ゼ
ロ
と
な
り
ま
し
た
。

9
年
4
月
採
用
は
今
の
と
こ
ろ

内
定
２
名
で
、
う
ち
、
１
名
は

既
に
辞
退
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
採
用
条
件
に
つ
い
て
は
、
こ
の

2
年
間
、
積
極
的
に
給
与
の
引
き

上
げ
を
行
っ
て
お
り
、
平
均
給
与

は
県
内
J
A
で
も
高
い
ほ
う
で

あ
り
、
他
J
A
と
の
比
較
に
お

い
て
劣
っ
て
い
る
こ
と
は
無
い
と

言
え
ま
す
。
た
だ
、
近
年
競
争
力

の
あ
る
一
般
企
業
の
大
幅
賃
金

ア
ッ
プ
が
新
卒
を
引
き
つ
け
て

お
り
、
厳
し
い
採
用
状
況
は
当
面

継
続
す
る
と
思
わ
れ
、
県
内
全

J
A
共
通
の
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

❷
合
併
関
係

質
問
１
　
合
併
は
白
紙
に
戻
っ
た
の

で
は
な
い
か
。

回
答
１
　
令
和
８
年
３
月
の
J
A
石
川

県
中
央
会
臨
時
総
会
に
お
い
て
、

県
下
３
Ｊ
Ａ
構
想
は
一
旦
白
紙

に
戻
し
、
各
Ｊ
Ａ
の
意
向
を
聞
き

な
が
ら
合
併
方
針
を
再
検
討
し

て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
当
Ｊ
Ａ
は
組
合
員
の

減
少
・
高
齢
化
、
金
融
共
済
事

業
の
収
益
低
下
、
老
朽
化
し
た

営
農
施
設
の
更
新
、
職
員
確
保

の
た
め
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
等
に

よ
り
経
営
が
ま
す
ま
す
厳
し
く

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
中
央

会
の
方
針
を
待
つ
だ
け
で
は
な

く
、
J
A
白
山
自
ら
周
囲
に
働

き
か
け
合
併
を
進
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

質
問
２
　
J
A
農
機
セ
ン
タ
ー
構
想

は
、
今
後
の
J
A
合
併
と
関
係
が

あ
る
の
か
。

回
答
２
　
合
併
と
直
接
の
関
係
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
今
後
ま
す
ま
す

農
機
整
備
士
の
確
保
が
難
し
く

な
る
中
、
全
農
い
し
か
わ
提
案

の
J
A
白
山
・
能
美
・
松
任
の

農
機
セ
ン
タ
ー
集
約
構
想
へ
の

参
画
を
前
向
き
に
検
討
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
な
お
、
用
地

選
定
や
経
営
面
の
損
益
帰
属
等
、

検
討
課
題
が
多
く
時
間
を
要
し

て
お
り
ま
す
。

❸
経
済
事
業

質
問
１
　
以
前
、
よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ

広
場
の
経
営
を
㈱
ジ
ャ
コ
ム
石
川

に
移
管
す
る
と
い
う
話
が
あ
っ

た
が
、
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
の
か
。

回
答
１
　
㈱
ジ
ャ
コ
ム
石
川
と
よ
ら

ん
か
い
ね
ぇ
広
場
の
店
舗
運
営

方
式
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
る

中
、
昨
年
10
月
以
降
近
隣
２
カ

所
に
競
合
先
の
出
店
が
あ
り
ま

し
た
。
競
争
が
厳
し
く
な
る
中
、

店
長
を
中
心
に
全
員
体
制
で
店
舗

運
営
に
励
ん
だ
結
果
、
令
和
７
年

度
売
上
実
績
は
過
去
最
高
と
な

り
ま
し
た
。
よ
っ
て
今
後
も
経

営
状
況
を
見
極
め
つ
つ
環
境
激

変
時
に
手
遅
れ
に
な
ら
な
い
よ

う
先
方
と
の
協
議
を
進
め
て
い

く
こ
と
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

総
代
会
支
店
別
議
案
説
明
会
に
お
け
る
主
な
意
見
質
問
等
に
つ
い
て
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田んぼの学校

　児童たちが米作りを体験して日本人の主食である「お米」と「農業」に
親しみと興味を持ち、勤労の尊さを体験することを目的に毎年実施してい
る「いしかわ田んぼの学校推進プロジェクト」。管内10校が参加しました！
　田植えされた稲は、９月上旬に児童たちによって刈り取られます。

５/７
白嶺小学校

田畑政行さん圃場　５・６年生８人
５/８

朝日小学校
島田尊司さん圃場　５年生48人

5/26
白峰小学校

尾田則男さん圃場　全校児童12人
5/29

蝶屋小学校
西田 勉さん圃場　５年生52人

5/26
鳥越小学校

（農）んなーがら上野営農組合圃場
５年生11人

６/５
河内小学校

㈲河内農村振興公社圃場
５年生４人

5/27
広陽小学校

（農）北辰農産圃場　５年生105人
5/12

美川小学校
出藏裕之さん圃場　５年生36人

5/26
湊小学校

北村進一郎さん圃場　５年生14人
5/26

明光小学校
（農）井口グリーンワークス圃場

５年生70人

2027年 春植え用

早期予約注文締切：８月27日㈭ ご自宅までお届けいたします。ぜひJA白山
でご予約を。各支店窓口で受付中です。
詳しくは職員にお尋ねください

種馬鈴薯 早期予約受付開始
男爵 メークイン

各1,859円1,782円1,683円
キタアカリ、トウヤ
キタカムイ

配送方法：2027年１月に順次配送いたします。

５kg箱入り
参考価格（税込）

秋 果樹・花木苗木の注文受付中
注文方法９月30日㊌ 本店営農部と各支店に注文書をご用意しております。
配送方法 2026年11月上旬より順次配送いたします。

2026年秋植え用「果樹・花木苗」の予約注文を受付中です。

予約締切日
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大盛況

　
６
月
30
日
に
開
設
11
周
年
を
迎
え
た
農
産
物
直
売
所「
よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
」

で
は
、
日
頃
の
ご
愛
顧
に
感
謝
を
込
め
て
、
６
月
26
日
㈮
か
ら
28
日
㈰
ま
で
の

３
日
間
、「
11
周
年
祭
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
週
末
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、３
日
間
で
４
，３
８
５
人
の
お
客
さ
ま
に
ご
来
店

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
店
頭
で
は
、
毎
年
恒
例
の
提
携
先
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
直
送
の
桃
や

ス
イ
カ
を
販
売
し
、
い
ず
れ
も
好
評
の
う
ち
に
完
売
し
ま
し
た
。
ま
た
、
模
擬
店

で
は
、
青
壮
年
部
が
㈲
中
本
農
園
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
使
用
し
た
焼
き
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
や
明
方
フ
ラ
ン
ク
を
販
売
し
、多
く
の
来
店
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
27
日
㈯
の
マ
グ
ロ
解
体
シ
ョ
ー
で
は
、
長
崎
県
産
の
マ
グ
ロ
が
職
人
に
よ
り

次
々
柵
に
切
り
分
け
ら
れ
、
新
鮮
な
マ
グ
ロ
を
求
め
る
お
客
さ
ま
で
長
蛇
の
列
と

な
り
ま
し
た
。

　
11
周
年
祭
は
、
地
域
の
皆
さ
ま
へ
の
感
謝
を
伝
え
る
機
会
と
な
り
、
盛
況
の

う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

よらんかいねぇ広場11周年祭よらんかいねぇ広場11周年祭よらんかいねぇ広場11周年祭

移動販売「JA白山じわもん便」お盆期間中の休業のご案内

全支店の「昼休業」について
　実情に合わせた効率的な店舗運営による金融サービスの維持・向上を図るため、
一部支店で実施していた「昼休業」を全支店で実施させていただきます。
　ご利用の皆さまにはご不便をおかけいたしますが、ご理解とご協力を賜ります
ようお願い申し上げます。

その他支店の営業時間等は以下のとおりです。

新たに昼休業を実施する支店

つるぎ支店・手取支店

お問い合せ　つるぎ支店　076-272-1515　　手取支店　076-255-5001
（営業時間　平日 9：00～12：30、13：30～15：00）

実　施　日 令和８年10月１日㈭より
昼休業時間 12：30～13：30

なお、急用の場合は各支店までご連絡ください。昼休業・午後休業時間内でも対応いたします。

大神支店
店舗名

蝶屋支店
白峰支店

11：30～12：30
昼休業時間

11：30～12：30
11：00～12：30

9：00～11：30、12：30～15：00
平日営業時間

9：00～11：30、12：30～15：00
9：00～11：00、12：30～15：00

なし
午後休業

なし
毎週火曜日

８月10日月～14日金までお休みさせていただきます。
17日月より通常通りの営業となりますので、引き続きのご利用をお願いいたします。

　
よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
11
周
年
祭
に
て

６
月
27
日
㈯
と
28
日
㈰
の
２
日
間
「
発
酵

と
お
や
つ
の
ま
ち
鶴
来
」
と
題
し
た
企
画
を

開
催
し
ま
し
た
。
特
設
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス

に
は
、
伝
統
あ
る
鶴
来
の
発
酵
食
品
が
７
店

舗
よ
り
20
種
、
美
味
し
く
個
性
の
あ
る
お
や

つ
が
７
店
舗
か
ら
28
種
豪
華
に
並
び
ま
し
た
。

　
地
元
鶴
来
の
人
気
店
が
大
集
合
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
多
く
の
来
店
客
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

「
発
酵
と
お
や
つ
の
ま
ち
鶴
来
」

協賛店舗
有限会社 大屋醤油
菊姫合資会社
株式会社 小堀酒造店
株式会社 高野酢造
こうじきぬや 武久商店
糀と味噌のお店 飛彈屋
有限会社 吉田屋
Au.
Atsushi Ikeda
お菓子と珈琲 Souvenir
洋菓子 Haku
パンとさかな
米粉菓子 みと
mellow DRIP&DONUTS

有限会社 大屋醤油
菊姫合資会社
株式会社 小堀酒造店
株式会社 高野酢造
こうじきぬや 武久商店
糀と味噌のお店 飛彈屋
有限会社 吉田屋
Au.
Atsushi Ikeda
お菓子と珈琲 Souvenir
洋菓子 Haku
パンとさかな
米粉菓子 みと
mellow DRIP&DONUTS

本イベントの実施にあたりご協力いただきました
店舗の皆様、誠にありがとうございました。
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６
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日
に
開
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周
年
を
迎
え
た
農
産
物
直
売
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よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
」

で
は
、
日
頃
の
ご
愛
顧
に
感
謝
を
込
め
て
、
６
月
26
日
㈮
か
ら
28
日
㈰
ま
で
の

３
日
間
、「
11
周
年
祭
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
週
末
は
天
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恵
ま
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８
５
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さ
ま
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ご
来
店
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た
だ
き
ま
し
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。
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先
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マ
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桃
や

ス
イ
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販
売
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好
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の
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。
ま
た
、
模
擬
店

で
は
、
青
壮
年
部
が
㈲
中
本
農
園
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
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1.10
0.70

0.85
0.60

定期貯金夏 キャンペーン
の

1.70 1.50

3

42
（税引後：0.677％）

（税引後：0.478％）

■共通事項

■注意事項
●利息には20.315%の分離課税がかかります。●金利上乗せの適用は、当初預入期間のみの適用となります。自動継続後の適用金利は、自動継続時の店頭表示金利となります。
万が一、中途解約される場合、当ＪＡ所定の中途解約利率を適用いたします。●市場金利および経済情勢の変化により、適用利率を変更させていただく場合がございます。
●キャンペーン定期は、スーパー定期に限ります。

〒920-2154 白山市井口町に62番地１

お取り組みは、下記の各支店にて

☎255-5001
☎259-2003
☎273-3131

手 取 支 店
白 峰 支 店
本店金融課

つるぎ支店
大 神 支 店
蝶 屋 支 店

☎272-1515
☎272-0620
☎278-2315

スーパー定期（自動継続）貯金種類

対象資金

取扱期間

預入金額 30万円以上の新規お取引

当ＪＡ所定の中途解約利率を適用します。中途解約
他の商品との併用はできません。適用金利は初回満期日までと
なります。自動継続後は店頭表示金利となります。
当JAに既にある定期貯金の解約金は新規資金の対象外となります。

そ の 他

令和８年6月15日(月)～8月31日(月）令和８年6月15日(月)～8月31日(月）

抽選時期：９月末、引換時期10月予定

NEWマネー
（他行からの預け替え等）

預入期間

１年（単利型）

預入期間

３年（複利型）
％年

％年

（税引後：0.876％）

（税引後：0.557％）

対象資金

預入金額

新規 増額継続新規または増額継続

預入期間

１年（単利型）

預入期間

３年（複利型）
年

年

30

よらんかいねぇ広場 店長特選

個人
のみ

対象

©よりぞう

窓口での
預入のみ

対象資金

預入金額

預入期間

100万円以上の新規お取引

５年（複利型）
％年

（税引後：1.354％）

預入期間

５年（複利型）
％年

（税引後：1.195％）

対象資金

預入金額

％

％

※期間中②④合計の上限1人1,000万円まで

NEWマネー
（他行からの預け替え等）

新規 増額継続新規または増額継続

50万円以上の新規または増額継続
※新規とは、当座性貯金からの振替を意味します。

100万円以上の新規または増額継続
※新規とは、当座性貯金からの振替を意味します。

（令和８年５月末実績参考）

組合員数  6,439名（団体含）

貯金残高 72,553百万円

貸出金残高 24,371百万円

長期共済保有高 1,627億円

購買品供給高 459百万円

販売品取扱高 55百万円

私たちの 無料税務相談会
■ 開 催 日 時

■ 開 催 場 所

令和８年７月23日㈭
令和８年８月25日㈫
令和８年９月24日㈭

■ お問い合せ
　 お申込先

■ 顧問税理士

お申込み順に受け付けております。

午前９時～12時（基本30分単位）

平日８時30分～17時15分

要予約

JA 白山  本店
税理士 升田　佐吉（税理士法人アーマス）
本店総務課 東藤　TEL 272-3333

６月20日㈯にJA白山「第19回通常総代会」を開催しました。
今回の総代会では新しく役員が選任されました。

第19回通常総代会（白山市鶴来総合文化会館クレイン）表紙の写真

特 集 第19回通常総代会第19回通常総代会

JAだより８月号は休刊とさせていただきます。ご理解のほどお願い申し上げます。

JAだより８月号休刊のお知らせ
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